
終 章　締めは ChatGPTにミニ版ディベートを作らせる 楽しくなければ語学じゃない！
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　ChatGPTの使い方の本だと思っていたら、気がついたらウル
トラマンとゴジラの英会話を読まされるハメになるなんて！ 単
なるマニュアル本と思ってこの本を手にされたかたは、いろいろ
ビックリなさったことでしょう。

　「ChatGPTを活用する」といっても、そもそも ChatGPTには
どんなことができるのか。その限界線ギリギリのところがわかっ
ていれば、「それならもっともっと、こんなこともさせてみよう！」
と、あれこれいろんな発想がわいてくるというものです。

　まずは本書でお示ししたようなプロンプトを ChatGPTに投げ
かけてみてください。「英語力アップ」をめざして ChatGPTと対
話する体験を広げていくところから始めましょう。

あらゆる英文を中学英語レベルの英文に書き換えさせる

� ユーザーのプロンプト

Rewrite the following passage, using elementary 

vocabulary:

（以下のくだりを、初級語彙を使って書き換えてください :）

　こういうプロンプトを与えて、そのすぐ下に英文を貼り付けて
Enterのアイコンを押せば、中学英語の力で読める由緒正しい英文
が秒速で作成されます。

　「ことばの上達は、やさしめの文章を多読することから！」とよ
く言われます。しかし、自分の関心領域で内容もためになるやさ
しめの英文をとなると、そう簡単に探し出せるものではありませ
ん。ネット上のニュース記事であろうが、Wikipediaの記事であ
ろうが、どんどん「やさしい英語」ヴァージョンに変換してくれ
る ChatGPTは、外国語学習者にとって実に頼もしい存在です。
そういう形で ChatGPTを使ってみてはいかがでしょうか。

楽しくなければ語学じゃない！

　この本の書名を『ChatGPTで学ぶ英語の底力』ではなく、
『ChatGPTが変える英語学習の底力』としたのは、なぜでしょう。

　世の中には、ためにはなるが、クソ面白くもない英語教材であ
ふれかえっています。でも、言語の習得とはいわば極めつけの遊び、
のはずです。楽しくなくっちゃ、語学じゃない！ ChatGPTこそ
が英語の学び方を質的に変えてくれる救世主だと、わたしは思う
のです。

　これまでの本書の流れの総括として、ChatGPTに「論点提示
能力」「会話作成能力」を存分に発揮してもらい、相手を説得して
自分の主張を受け入れさせる会話、適度なところで妥協してまと
めに入る会話のサンプルを作ってもらいましょう。「英語による
ディベート」のサンプルを作ってもらうわけです。

　読者の皆さんも身近にいろいろな懸案をかかえていることでし
ょう。自分の主張を相手にどううまく受け入れさせるか。総合商
社勤務のころ、わたしの日々の仕事の本質はそれでした。それを


